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◆ 平成２３年度救助技術向上訓練（交通事故想定）を実施！ 

青森地域広域消防事務組合消防本部（青森） 

青森地域広域消防事務組合消防本部では、平成２３年７月２５日（月）・２６日（火）の２日間

にわたり、管内のリサイクル会社「（株）青森資源」から提供を受けた実際の車両を使用し、救助

技術向上訓練を実施しました。 

訓練には、ベテラン隊員から新人隊員まで延べ約６０名の救助隊員が参加し、ベテラン隊員が

経験談を交えながら救助器具の使用方法や車両からの救助方法を伝授するとともに、参加隊員全

員が実際に救助器具を操作するなど、実践的な救助訓練を実施することができました。 

訓練に参加した隊員からは、「初めて見て、初めて使用した器具もあり、非常に勉強になりまし

た。」、「本で勉強した救助方法を実際にやってみて、今後の災害活動への自信に繋がりました。」

などの感想が寄せられました。 

当消防本部では、複雑化、大規模化する災害にも対応できるよう、引き続き、救助技術の向上

に取り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 下関市「モセキ消防団ＰＲキャンペーン」を実施 

下関市消防局（山口） 

下関市消防局では、平成２３年７月１６日（土）から、地元消防団のＰＲ活動「モセキ消防団

ＰＲキャンペーン」を官民一体となってスタートさせました。 

キャンペーンの名称にある「モセキ」とは、若者達の間で下関市への親しみを持った俗称であ

り、また、マスコットキャラクターであるペンギンの「モセキ君」は、すでに市内の夏祭り会場

等において、子どもから大人まで大人気を博しています！ 

本キャンペーンは、来年の３月末日まで実施し、キャンペーン隊が各企業や大学、幼稚園等を

訪問したり、様々なイベントに参加して活動していきます。 

キャンペーンの最大の目的は、年々、減少傾向にある消防団員の入団促進です。さらに、地域

を守る確かな力である下関市消防団の様々な活動事例を紹介することで、市民の「消防・防災」

意識を高める取り組みとしても活動していきます。 

なお、本キャンペーンの概要等については、下関市消防団のホームページ（http://www.svfc.

jp）でも紹介していますので、ご参照ください。 

 

 

 

№２３３１ 
発行日 平成２３年８月２３日 

発行所 全国消防長会 

（財）全国消防協会 

担 当 企画課 03（3234）1321 

消防本部の動き 

【救助技術向上訓練（交通事故想定）の実施状況】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ メールアドレスの変更 

○ ３１５２８ 阿見町消防本部（茨城） 

新メールアドレス shobosomuka-ofc@town.ami.lg.jp 

 

 

 

 

 

◆ 危険物事故防止ブロック会議の開催について 

消防庁 

「危険物事故防止ブロック会議の開催について」（平成２３年８月１０日付け消防危第１６３

号）が危険物保安室長名にて、各都道府県消防防災主管部長及び東京消防庁・各指定都市消防長

あてに次のとおり通知されましたのでお知らせします。 

危険物行政の推進につきましては、平素より御尽力を賜り感謝申し上げます。 

さて、危険物事故防止対策については、「平成２３年度危険物事故防止アクションプランの取

組について」（平成２３年４月１２日付け消防危第７１号危険物保安室長通知）により、危険物

施設における日常点検の推進、保安教育の充実及び経年劣化による流出事故防止対策の推進を重

点項目として、各種取組を積極的に実施くださるようお願いしているところです。 

これらの取組が、行政機関相互における事故防止の共通認識及び連携強化を図ることにより、

一層効果的なものとなるよう、全国６か所において開催地（府県庁）の御協力のもと、「危険物

事故防止ブロック会議」を開催することといたしました。 

今年度の出席対象機関については、昨年度同様、各都道府県、東京消防庁及び各政令指定都市

消防本部に加えて、開催地を管轄する消防本部及びオブザーバー（任意参加）として開催都道府

県内の各消防本部（開催地を管轄する消防本部を除く。）とします。 

ついては、貴所属職員の出席について御配慮くださいますとともに、貴開催都道府県内の市町

村に対しても、この旨周知されるようよろしくお願いいたします。 

 

記 

１ 開催日時・場所 

全国を下表のとおり６ブロックに区分し、ブロックごとに検討会を開催します。それぞれの

開催日時・場所については、⑴～⑹のとおりです。 

国等の動き 

【マスコットキャラクター「モセキ君」】 【街頭での「モセキ消防団ＰＲキャンペーン」】 



 
⑴ 北海道・東北 

ア 開催日時：平成２３年１１月１５日（火） １０：００～１２：００ 

イ 場  所：宮城県自治会館 

宮城県仙台市青葉区上杉１－２－３ 

⑵ 関東・甲信越 

ア 開催日時：平成２３年１０月２１日（金） １０：００～１２：００ 

イ 場  所：山梨県建設業協会 

山梨県甲府市丸の内１－１４－１９ 

⑶ 中部 

ア 開催日時：平成２３年１０月２８日（金） １０：００～１２：００ 

イ 場  所：愛知県庁 

名古屋市中区三の丸３－１－２ 

⑷ 近畿 

ア 開催日時：平成２３年１１月２９日（火） １０：００～１２：００ 

イ 場  所：コラボしが２１ 

滋賀県大津市打出浜２－１ 

⑸ 中国・四国 

ア 開催日時：平成２３年１１月 ９日（水） １０：００～１２：００ 

イ 場  所：徳島県庁 

徳島県徳島市万代町１－１ 

⑹ 九州 

ア 開催日時：平成２３年１１月２２日（火） １０：００～１２：００ 

イ 場  所：沖縄産業支援センター 

沖縄県那覇市字小禄１８３１－１ 

＊ 各会場とも９：３０から受付開始 

２ 出席者 

各ブロック内の都道府県、東京消防庁、政令指定都市及び開催地を管轄する消防本部の危険

物担当職員の御出席をお願いします。 

また、開催都道府県内の各消防本部（開催地を管轄する消防本部を除く。）の危険物担当職

員について、御希望があればオブザーバーとして本会議に御出席いただくことは可能とします。 

＊ 会場の都合上、各機関から複数の方が出席される場合は事務局まで御連絡願います。 

調整をさせていただく場合があります。 

３ 検討会の内容 

⑴ 資料説明（消防庁） 

「平成２３年度危険物事故防止アクションプラン」及び「危険物等事故防止対策情報連絡

会」における取組状況の説明 

⑵ 都道府県、東京消防庁、政令指定都市及び開催地を管轄する消防本部における事故防止対

策の取組状況等の報告 

⑶ 事故防止対策の取組に関する意見交換 



４ 出席者の登録等 

⑴ 報告様式 

ア 出席者の登録・・・別紙１（省略） 

※報告対象：都道府県、東京消防庁、政令指定都市、開催地を管轄する消防本部及び開催

都道府県内の各消防本部 

イ 前３⑵の報告・・・別紙２（省略） 

※報告対象：都道府県、東京消防庁、政令指定都市及び開催地を管轄する消防本部 

⑵ 報告期限 ９月１６日（金）まで 

⑶ 報告方法 電子メール（s.nakano@soumu.go.jp） 

報告様式を電子データでお送りしますので、上記宛先まで電子メールにて御請

求願います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 平成２３年度予防技術検定受検予定者の調査について（依頼） 

消防庁 

「平成２３年度予防技術検定受検予定者の調査について（依頼）」（平成２３年８月１２日付

け事務連絡）が予防課名にて、各都道府県消防防災主管課あてに次のとおり事務連絡されました

のでお知らせします。 

近年、建築物の大規模化・複雑化等に伴い、予防業務はますます高度化・専門化しているとこ

ろであり、このような状況に的確に対応していくため、「消防力の整備指針」（平成１２年消防

庁告示第１号）第３４条第３項に基づき予防技術資格者を配置することが必要とされていますが、

消防本部における予防技術資格者の充足率を見ると、全国的に十分とは言えない状況にあります。

また、現在の予防技術資格者の内訳として、「消防力の整備指針第３４条第３項の規定に基づき、

予防技術資格者の資格を定める件」（平成１７年消防庁告示第１３号）附則第４項の適用による

者が約９割という現状にあり、今後のベテラン職員の退職等を勘案すると、計画的に予防技術検

定試験の合格者を確保していくことが課題となっています（別紙１（省略））。 

このような状況を踏まえ、予防技術資格者の確保に関する動向を把握するため、予防技術検定

の受検予定者数を調査いたします。 

つきましては、平成２３年度の予防技術検定（東日本大震災により平成２３年７月に実施が延

期された平成２２年度の予防技術検定を除く。）の受検予定者数について、別紙２（省略）の集

計表により貴都道府県内の消防本部の状況を調査、とりまとめの上、平成２３年９月９日（金）

までに回答して頂きますようお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 建築物防災週間（平成２３年度上期）の実施について 

消防庁 

「建築物防災週間（平成２３年度上期）の実施について」（平成２３年８月１７日付け消防予

第３１６号）が予防課長名にて、各都道府県消防防災主管部長及び東京消防庁・各指定都市消防

長あてに次のとおり通知されましたのでお知らせします。 

標記について、「建築物防災週間（平成２３年度上期）の実施について」（平成２３年８月５日

付け国住防第３－２号）により、国土交通省住宅局長から別添（省略）のとおり協力依頼があり

ましたので、お知らせします。 

【連絡先】危険物保安室危険物指導調査係 

担 当：玉越、中野 

電 話：０３－５２５３－７５２４ 

ＦＡＸ：０３－５２５３－７５３４ 

E-mail：s.nakano@soumu.go.jp 

【連絡先】予防課設備係 

担 当：岡澤、岡本 

電 話：０３－５２５３－７５２３ 

ＦＡＸ：０３－５２５３－７５３３ 

E-mail：s7.okamoto@soumu.go.jp 



各都道府県におかれましては、貴管内の市町村又は消防本部に対してこの旨周知されるようお

願いします。 

※ 全文は、消防庁ホームページ（http://www.fdma.go.jp/concern/law/notice23.html）に掲載

されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 「異常現象発生時における通報の迅速化に係る検討報告書」の公表 

消防庁 

標記について、平成２３年８月１９日に次のとおり報道発表されましたのでお知らせします。 

今般、「異常現象発生時における通報の迅速化に係る検討会」において、石油コンビナート等

特別防災区域内の特定事業所における「異常な現象」発生時の通報を迅速化する方策について検

討が行われ、通報に時間を要する要因が分析されるとともに、異常現象の範囲の明確化、通報ガ

イドラインの提示、通報体制の見直し方法、異常現象に対する報告のあり方等の通報の迅速化方

策が示され、報告書としてとりまとめられましたので、公表します。 

【別添資料】 

１ 異常現象発生時における通報の迅速化に係る検討概要（省略） 

２ 異常現象発生時における通報の迅速化に係る検討会 委員名簿（省略） 

３ 異常現象発生時における通報の迅速化に係る検討報告書（概要）（省略） 

※ 全文は、消防庁ホームページ（http://www.fdma.go.jp/neuter/houdou_01/houdou23nen.html）

に掲載されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 第５０回火災科学セミナーの開催 

（社）日本火災学会 

標記について、次のとおり情報提供がありましたのでお知らせします。 

平成２３年３月１１日に東日本を襲った三陸沖を震源とするＭ９．０の巨大地震（東北地方太

平洋沖地震）は、わが国の観測史上最大級の巨大地震であり、波高１０ｍを超える津波被害をは

じめ、家屋の倒壊、引き続いて発生した延焼火災などにより、死者・行方不明者が２万人を超え

ており、想像を絶する甚大な被害をもたらしました。加えて、現在も危機的状態が続いている福

島第一原子力発電所事故は、国民全体に測りしれない不安を与えています。 

（社）日本火災学会では、この巨大地震に関して、火災科学、技術面からの有識者による講演

をお願いし、問題点、今後の対策などをテーマとして、下記の内容で火災科学セミナーを開催す

ることにいたしました。 

会員の方はもとより、消防関係者、一般の方々にも多数ご参加くださるようご案内いたします。 

記 

１ 開催日時等 

⑴ さいたま会場 

ア 日時：平成２３年１０月２１日（金） １２時５０分から 

イ 場所：埼玉県さいたま市浦和区東高砂町１１番１号 

「浦和コミュニティセンター（多目的ホール）」 

ＪＲ「浦和駅」東口から徒歩１分 

⑵ 神戸会場 

ア 日時：平成２３年１０月２８日（金） １２時５０分から 

【連絡先】特殊災害室 

担 当：松木課長補佐、渡邊係長 

電 話：０３－５２５３－７５２８ 

ＦＡＸ：０３－５２５３－７５３８ 

【連絡先】予防課予防係 

担 当：児玉、根本 

電 話：０３－５２５３－７５２３ 

ＦＡＸ：０３－５２５３－７５３３ 

E-mail：m2.nemoto@soumu.go.jp 



イ 場所：兵庫県神戸市中央区東川崎町一丁目８番４号 

「神戸市産業振興センター･ハーバーホ－ル」 

ＪＲ「神戸駅」東口から徒歩５分 

さいたま会場 １０月２１日（金） 神戸会場 １０月２８日（金） 

【主題】複合災害「東日本大震災」を考える 【主題】広域巨大災害に対する備えと連携 

時間 テーマ 講師 時間 テーマ 講師 

13:00 

～ 

14:10 

－東日本大震災から－「災害はいつも想定

外！」 13:00 

～ 

14:10 

広域巨大災害における災害対応課題と限界 

元・気仙沼・本吉地域広域行政事務組合

消防本部消防長

菊田 清一

阪神･淡路大震災記念人と防災未来センター

奥村与志弘

14:20 

～ 

15:30 

東日本大震災と原発問題 14:20 

～ 

15:30 

東日本大震災における火災発生状況 

秋田県立大学

鶴田  俊

総務省消防庁消防大学校消防研究センター

田村 裕之・西  晴樹

15:40 

～ 

16:50 

東日本大震災とこれから 15:40 

～ 

16:50 

地域コミュニティにおける安全への取り組み

芝浦工業大学

紺野 克昭

神戸大学

北後 明彦

２ 参加料 

⑴ 会員（賛助会員及び後援団体職員を含む）及び消防職員   ２，０００円 

⑵ 一般（非会員）                     ４，０００円 

※ さいたま、神戸の各会場ともテキスト代を含みます。 

３ 申込方法 

参加料の納入をもって申込受付とします。 

⑴ 郵便振込の場合（郵便振込「振込取扱票」のご利用をお願いします） 

振替口座番号 ００１８０－４－５８４５４ （社）日本火災学会 

払込取扱票の通信欄に参加会場名・勤務先名を記入してください。また、払込人住所氏名

欄には参加者氏名・連絡先住所（電話・ＦＡＸ番号）を記入してください。 

⑵ 現金書留の場合 

所要事項（参加会場名・参加者氏名・勤務先名・連絡先住所（電話・ＦＡＸ番号））を記載

し、送金してください。 

申し込みを受け付け次第、受講票をお送りしますので、当日、受付にご提示ください。 

４ 主催等 

⑴ 主催：（社）日本火災学会 

⑵ 後援：全国消防長会、さいたま市消防局、神戸市消防局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

週間情報では、各本部の身近な情報を掲載していますので情報をお寄せください。 

週間情報への投稿は企画課へ！ 

TEL 03-3234-1321 FAX 03-3234-1847  E-mail : weekly@fcaj.gr.jp 

【申し込み先】（社）日本火災学会 

住 所：〒１１３－００３２ 

東京都文京区弥生２－４－１６ 

学会センタービル 

電 話：０３－３８１３－８３０８ 

ＦＡＸ：０３－５６８９－３５７７ 

E-mail：kasai50@sepia.ocn.ne.jp 


